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1. 関連マニュアル 
 
本資料に関連するマニュアルは以下のとおりです。 
システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する機器・装置のマニュアルや取扱

説明書などを必ず入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項を

含め、内容を確認のうえ使用してください。 
 

Man.No. 形式 マニュアル名称 
SBCA-358 形 NJ501-□□□□ 

形 NJ301-□□□□ 
NJ シリーズ CPU ユニット ユーザーズマニュアル 
ハードウェア編 

SBCA-359 形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ CPU ユニット ユーザーズマニュアル 
ソフトウェア編 

SBCD-354 形 CJ1W-SCU□2 CJ シリーズ シリアルコミュニケーションユニット 
ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編 

SBCA-360 形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ コマンドリファレンスマニュアル 
基本編 

SBCA-362 形 SYSMAC-SE2□□□ Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル 
SGFR-701 形 G3ZA-□□□03-FLK 

-UTU 
多点パワーコントローラ 形 G3ZA 
ユーザーズマニュアル 

 
 

2. 用語と定義 
 

用語 説明・定義 
シリアルゲートウェ

イモード 
受信メッセージを、メッセージに応じて、CompoWay/F、Modbus-RTU、

Modbus-ASCII などに、自動変換します。 
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3. 注意事項 
 
実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のうえ、

定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする安全回路

などの安全対策を講じてください。 
(1) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアルや

取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項

を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
(2) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 
(3) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布すること

を禁じます。 
(4) 本資料の記載内容は、2014 年 4 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 
 
本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・中程

度の傷害を負ったり、万一の場合には重傷や死亡に至ったりす

る恐れがあります。また、同様に重大な物的損害をもたらす恐

れがあります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・

中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受けたりする恐

れがあります。 
 

 使用上の注意 

製品の動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 

 

 参考 
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 
知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 
図記号の説明 
  

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 
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4. 概要 
 
本資料は、オムロン株式会社（以下、オムロン）製多点パワーコントローラ（形 G3ZA）を、

マシンオートメーションコントローラ NJ シリーズ（以下、コントローラ）にシリアル通信

で接続する手順とその確認方法をまとめたものです。 
あらかじめ準備された「Sysmac Studio プロジェクトファイル」に保存されているシリアル

通信設定の確認を通して、設定手順と設定時のポイントを理解することにより、シリアル通

信の接続を行うことができます。 
本 Sysmac Studio プロジェクトファイル内のユーザプログラムを使用し、多点パワーコント

ローラに対する CompoWay/F コマンドにより、シリアル通信の接続確認を行います。 
 
最新の Sysmac Studio プロジェクトファイルを事前に準備してください。ファイルの入手に

ついては、オムロンまでお問い合わせください。 
 
名称 ファイル名 バージョン 
Sysmac Studioプロジェクト

ファイル（拡張子：smc2） 
OMRON_CWF485_V100.smc2 Ver.1.00 

 
※以下、Sysmac Studio プロジェクトファイルを「プロジェクトファイル」と称します。 
プロジェクトファイル内のユーザプログラムを「プログラム」と称します。 

 

 
本資料は、当該機器の通信接続に必要となる配線方法および通信設定の内容と

その設定手順について説明することを目的としており、本資料で使用するプロ

グラムは、その接続作業が正しく行われたことを確認（接続確認）するために

作成されたものです。恒常的に現場で利用されることを前提に作成されたプロ

グラムではありませんので、機能面や性能面については十分に考慮されていま

せん。実際のシステムを構築される場合には、本資料に掲載の配線方法や通信

設定の内容と設定手順を参考にしていただき、プログラムについてはお客様の

目的に応じたものを新規に設計していただく必要があります。 
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5. 対象機器とデバイス構成 
 

5.1. 対象機器 
接続の対象となる機器は以下のとおりです。 
 
メーカ 名称 形式 

オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 
形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

オムロン シリアルコミュニケーションユニット 形 CJ1W-SCU□2 
オムロン 多点パワーコントローラ 形 G3ZA-□□□03-FLK-UTU 
 

 使用上の注意 

本資料の接続手順および接続確認では、上記対象機器の中から 5.2.項に記載された形式およ

びバージョンの機器を使用しています。 
5.2 項に記載されたバージョンより古いバージョンの機器は使用できません。 
上記対象機器の中から 5.2.項に記載されていない形式、あるいは 5.2.項に記載されているバ

ージョンより新しいバージョンの機器を使用する場合は、取扱説明書などにより仕様上の差

異を確認のうえ、作業を行ってください。 

 

 参考 
本資料は通信確立までの接続手順について記載したものであって、接続手順以外の操作、設

置および配線方法は記載しておりません。機器の機能や動作に関しても記載しておりませ

ん。取扱説明書を参照するか、オムロンまでお問い合わせください。 
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5.2. デバイス構成 
本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 

メーカ 名称 形式 バージョン 
オムロン シリアルコミュニケーショ

ンユニット 
形 CJ1W-SCU42 Ver.2.0 

オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 形 NJ501-1500 Ver.1.07 
オムロン 電源ユニット 形 NJ-PA3001  
オムロン Sysmac Studio 形 SYSMAC-SE2□□□ Ver.1.08 
オムロン Sysmac Studio プロジェクト

ファイル 
OMRON_CWF485_V100.
smc2 

Ver.1.00 

－ パソコン(OS：Windows 7) －  
－ USB ケーブル 

（USB2.0 準拠 B コネクタ） 
－  

－ シリアルケーブル(RS-485) －  
オムロン 多点パワーコントローラ 形 G3ZA-4H203-FLK-UTU  
 

 使用上の注意 

最新のプロジェクトファイルを事前に準備してください。 
ファイルの入手については、オムロンまでお問い合わせください。 

 

 使用上の注意 

Sysmac Studio を本項記載のバージョン以降に、オートアップデートしてください。 
なお、本項記載のバージョン以外を使用すると、7 章以降の手順に差異があることがありま

す。その場合は、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)を参

照して、手順と同等の処理を行ってください。 

 

 参考 
構成機器、バージョンが異なる場合再現できないことがあります。構成、形式、バージョン

を確認のうえ、お客様の構成と異なる場合は、オムロンまでお問い合わせください。 

 

 参考 
使用するシリアルケーブル(RS-485)については、「CJ シリーズ シリアルコミュニケーショ

ンユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編」(SBCD-354)の「3-3 RS-232C、

RS-422A/485 配線の推奨例」を参照してください。 

 

パソコン（Sysmac Studio 
インストール済み、 
OS：Windows 7 ） 
 

形 NJ501-1500+ 
形 CJ1W-SCU42 

シリアルケーブル 
(RS-485) 

形 G3ZA-4H203-FLK-UTU 

USB ケーブル 
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 参考 
本資料ではコントローラとの接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールにつ

いては、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)の「付録 A-1 
USB ケーブルで直接接続する場合のドライバのインストール方法」を参照してください。 
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6. シリアル通信の設定内容 
 
本資料で設定する通信パラメータ、ケーブル配線などの仕様を示します。 
 

 参考 
本章に記載している設定以外の設定で通信を行う場合には、プログラムの変更が必要となり

ます。プログラムについては、「9. プログラム」を参照してください。 

 
 

6.1. シリアル通信設定 
シリアル通信の設定内容は、以下になります。 
 

設定項目 シリアルコミュニケーション 
ユニット 多点パワーコントローラ 

デバイス名 J01 － 

ユニット番号 0 － 

通信ユニット No.（スレーブアドレス） － 1（初期値） 

通信（接続）ポート ポート 1 (RS-422A/485) － 
終端抵抗 終端抵抗あり（TERM：ON） － 

2 線／4 線式 2 線式（WIRE：2） 2 線式（固定） 

シリアル通信モード シリアルゲートウェイ － 

データ長（伝送キャラクタ） 7 ビット（初期値） 7 ビット（初期値） 
ストップビット 2 ビット（初期値） 2 ビット（初期値） 

パリティ（パリティビット） 偶数（初期値） 偶数（初期値） 

伝送速度（通信速度） 9,600 bps（初期値） 9,600 bps（初期値） 

通信方式 － CompoWay/F（初期値） 
送信待ち時間 － 20ms（初期値） 

 

 使用上の注意 

シリアルコミュニケーションユニットは「形 CJ1W-SCU42」を使用し、ユニット番号は「0」、
通信（接続）ポートは「ポート 1」、デバイス名は「J01」を使用することを前提としていま

す。この条件以外で接続される場合は「9. プログラム」を参照のうえ、変数名および設定値

を変更して、プログラムを作成してください。 
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6.2. ケーブル配線図 
ケーブル配線の詳細については「CJ シリーズ シリアルコミュニケーションユニット ユーザ

ーズマニュアル NJ シリーズ接続編」(SBCD-354)の「第 3 章 取付けと接続」を参照してく

ださい。 
コネクタ形状および信号線（ピンアサイン）を確認してからケーブルを作成してください。 
 
■コネクタ形状および信号線（ピンアサイン） 
＜形 CJ1W-SCU42＞ 適合コネクタ：端子台 

 

 
 
＜形 G3ZA＞ 適合コネクタ：端子台 
ピン No. 信号名 入出力 

 
1-6   
7 B(+) 入出力 
8 A(-) 入出力 

9-24   
 
 
 
 
■ケーブル／ピン配線図 
シリアルコミュニケーション 
ユニット（形 CJ1W-SCU42） 

 多点パワーコントローラ 
（形 G3ZA） 

RS-422A/
485 イン

タフェー

ス 

信号名 ピン No.  端子番号 信号名 RS-485 
イ ン タ

フ ェ ー

ス 

RDA- 1  7 B(＋) 
RDB+ 2  8 A(－) 
SDA- 3    
SDB+ 4    
FG 5    

端子台コネクタ  端子台 
 

 
使用上の注意 

シリアルコミュニケーションユニットの終端抵抗スイッチを ON に設定し、終端に接続され

る多点パワーコントローラには、上記ピン配線図のとおり 120Ω(1/2W)の外部抵抗を接続し

てください。 
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6.3. 通信接続確認概要 
本資料では、ストラクチャード・テキスト（以下、ST）言語によるプログラムを使用し、コ

ントローラから多点パワーコントローラに対して、CompoWay/F 通信により、「本体属性読

み出し」のコマンドデータを送信し、レスポンスデータを受信することにより接続確認を行

います。動作概要を以下に示します。 
 
●動作概要 

①ST 言語によるプログラムで、CompoWay/F 通信を指定したコマンド送信命令（SendCmd
命令）を実行 

②CompoWay/F 通信により、「本体属性読み出し」のコマンドデータを多点パワーコント

ローラに送信 
③コントローラからのコマンドデータに従い多点パワーコントローラにてコマンドを実行

し、レスポンスデータをコントローラに返信 
④多点パワーコントローラからのレスポンスデータをコントローラで受信し、指定の変数

に格納 
 

コントローラ 
RS-485 多点パワーコントローラ CPU ユニット シリアルコミュニケーション 

ユニット 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
  

ST 言語による 
プログラム 
IF …. THEN 
  ………. 
ELSE 
  ………. 
End_IF 
 
SendCmd(… 
Local_cmddata 
コマンドデータ 

設定エリア 

シリアル 
ゲートウェイ機能 

①コマンド送信命令実行 
（SendCmd 命令） 

（CompoWay/F 通信を指定） 
コマンドデータ 

レスポンスデータ 

Local_recvdata 
レスポンスデータ 

格納エリア 

②コマンドデータを送信 
（CompoWay/F 通信） 

③コマンドを実

行し、レスポン

スデータを返

信 

④レスポンスデータ

を受信し、指定の

変数に格納 
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7. 接続手順 
 
本章では、多点パワーコントローラをコントローラにシリアル通信で接続する手順について

記載します。本資料では、コントローラが工場出荷時の初期設定状態であることを前提とし

て説明します。機器の初期化については「8. 初期化方法」を参照してください。 
 

7.1. 作業の流れ 
多点パワーコントローラをコントローラにシリアル通信で接続する手順は以下のとおりです。 
 

7.2. 多点パワーコントローラの設定  多点パワーコントローラの設定を行います。 
▼   

 7.2.1. ハード設定  多点パワーコントローラのハードスイッチを設定し

ます。 

▽   

7.3. コントローラの設定  コントローラの設定を行います。 

▼   

 7.3.1. シリアルコミュニケーションユ

ニットのハード設定 
 シリアルコミュニケーションユニットのハードスイ

ッチを設定します。 

▼   

 7.3.2. Sysmac Studio の起動とプロジ

ェクトファイルの読み込み 
 Sysmac Studio を起動し、プロジェクトファイルを

読み込みます。 

▼   

 7.3.3. パラメータの設定とビルドの実

行 
 設定パラメータを確認し、プロジェクトデータのプ

ログラムチェックおよびビルドを実行します。 

▼   

 7.3.4. オンライン接続とプロジェクト

データの転送 
 Sysmac Studio をオンライン接続し、プロジェクト

データをコントローラに転送します。 

▼   

 7.3.5. ユニット設定の転送  シリアルコミュニケーションユニットの設定データ

を転送します。 

▽   

7.4. シリアル通信の確認  プログラムを実行し、シリアル通信が正しく行われ

ていることを確認します。 

▼   

 7.4.1. プログラムの実行と受信データ

の確認 
 プログラムを実行し、コントローラの変数に正しい

データが書き込まれていることを確認します。 
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7.2. 多点パワーコントローラの設定 
多点パワーコントローラの設定を行います。 
 

7.2.1. ハード設定 
多点パワーコントローラのハードスイッチを設定します。 
 

 使用上の注意 

電源が OFF の状態で設定してください。 

 

1 多点パワーコントローラの電源

がOFFの状態であることを確認

します。 

※電源が ON の状態であると、以降の操作を手順どおりに

進めることができない場合があります。 

2 右図をもとに、多点パワーコン

トローラのスイッチの位置を確

認します。 

 

3 SW1 を「1」に、SW2 を「0」
に設定します。 
シリアルケーブルを 7,8 番端子

に接続します。 

 

4 電源ケーブルを 1,2 番端子に配

線します。 
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7.3. コントローラの設定 

コントローラの設定を行います。 
 

7.3.1. シリアルコミュニケーションユニットのハード設定 
シリアルコミュニケーションユニットのハードスイッチを設定します。 
 

 使用上の注意 

電源 OFF 状態で設定してください。 

 

1 コントローラの電源がOFF 状態

であることを確認します。 
 
※電源が ON の状態であると、

以降の操作を手順どおりに進

めることができない場合があ

ります。 

 

2 各部の名称を右図で確認しま

す。 
 
※本資料では、シリアルコミュ

ニケーションユニットの「ポ

ート 1」の使用を前提としま

す。 

 

3 ユニット番号設定スイッチを

「0」に設定します。 
（工場出荷時のユニット番号は

「0」です）  

4 「ポート 1」の終端抵抗 ON/OFF
スイッチを「ON（終端抵抗 ON）」

に設定します。 
 

5 「ポート 1」の 2 線／4 線式切替

えスイッチを「2（2 線式）」に設

定します。 
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6 右図のとおり、コントローラに

シリアルコミュニケーションユ

ニットを接続します。 
シリアルコミュニケーションユ

ニットと多点パワーコントロー

ラをシリアルケーブルで接続し

ます。 
コントローラとパソコンを USB
ケーブルで接続します。 

 

  

多点パワー 
コントローラ シリアルケーブル 

シリアルコミュニケーション 
ユニット 

USB ケーブル 

コントローラ 

エンドカバー 

電源ユニット 

パソコン 
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7.3.2. Sysmac Studio の起動とプロジェクトファイルの読み込み 
Sysmac Studio を起動し、プロジェクトファイルを読み込みます。 
Sysmac Studio と USB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。 
 

1 コントローラと多点パワーコン

トローラの電源を投入します。 

 

2 Sysmac Studio を起動します。 
 
※起動時に、アクセス権確認ダ

イアログが表示される場合、

起動する選択を行ってくださ

い。 

 

3 ［インポート］をクリックしま

す。 

  

4 ［ファイルをインポート］ダイ

アログが表示されますので、

[OMRON_CWF485_V100.smc2
]を選択し、［開く］をクリックし

ます。 
 
※使用するプロジェクトファイ

ルは、オムロンより入手して

ください。 
 

5 [OMRON_CWF485_V100] プ ロ

ジェクト画面が表示されます。 
画面左側を「マルチビューエク

スプローラ」、右側を「ツールボ

ックス」、中央を「エディットウ

ィンドウ」といいます。 
 
※「プロジェクトのバージョン

が異なります」というエラー

メッセージが表示された場

合、Sysmac Studio のバージ

ョンを「5.2.デバイス構成」以

降に変更してください。 

 

  

エディット

ウィンドウ 
ツール 
ボックス 

マルチビュ

ーエクスプ

ローラ 
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7.3.3. パラメータの設定とビルドの実行 
設定パラメータを確認し、プロジェクトデータのプログラムチェックおよびビルドを実行し

ます。 
 

1 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［CPU・
増設ラック］をダブルクリック

します。 

 

2 ［エディットウィンドウ］に

［CPU・増設ラック］タブが表

示されます。 
右図のように、画面上のシリア

ルコミュニケーションユニット

を選択します。 
[CJ1W-SCU42] の設定値が表示

され、［デバイス名］が[J01]、［ユ

ニット番号］が[0]であることを

確認します。 
 
※設定値が異なる場合は、値を

変更してください。 
 
［高機能ユニット設定の編集］

をクリックします。 

 

3 ［0［ユニット 0］：］タブが表示

されます。 
［表示パラメータグループ］の

プルダウンメニューを開き、［ポ

ート 1：シリアルゲートウェイ設

定］を選択します。 

 



7．接続手順 

 16 

4 ［表示パラメータグループ］が、

［ポート 1：シリアルゲートウェ

イ設定］となります。 
［ポート 1：シリアルゲートウェ

イ設定］の設定内容が表示され

ます。 
［ポート 1：任意設定の有無］が、

［任意設定］で、その他の項目

が、6.1.項の設定内容と同一であ

ることを確認します。 
 
※設定内容が異なる場合は、プ

ルダウンメニューから値を変

更してください。値を変更し

た場合は、［適用］をクリック

してください。 

 

 

 

5 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［I/O
マップ］をダブルクリックしま

す。 
［I/O マップ］タブが表示され、

ユニットのパラメータが表示さ

れます。 

 

6 ［I/O マップ］画面の［変数］エ

リア内のデータの先頭が [J01]
で、［変数種別］エリアが［グロ

ーバル変数］であることを確認

します。 
 
※設定内容が異なる場合は、右

の図のように [CJ1W-SCU42]
を選択した状態で、マウスの

右ボタンメニューから［デバ

イス変数生成］を選択してく

ださい。 

 

 

7 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［タ

スク設定］をダブルクリックし

ます。 
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8 ［エディットウィンドウ］に、

［タスク設定］タブが表示され

ます。 
 
［プログラムの割付設定］を選

択します。  

9 プログラムの割付設定画面が表

示されますので、[PrimaryTask]
に[Program0]が設定されている

ことを確認します。 

 

10 メニューバーから、［プロジェク

ト］－［全プログラムチェック］

を選択します。 

 

11 ［エディットウィンドウ］下に、

［ビルドウィンドウ］が表示さ

れます。 
エラーおよびワーニングが、と

もに「0」であることを確認しま

す。 
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12 メニューバーから、［プロジェク

ト］－［リビルド］を選択しま

す。 
 
 
 
 
確認ダイアログが表示されます

ので、内容を確認し、［はい］を

クリックします。 
 
 
 
変換中の画面が表示されます。 

 
 

 
 

 

13 ［ビルドウィンドウ］内のエラ

ーおよびワーニングが、ともに

「0」であることを確認します。 
 

  



7．接続手順 

 19 

7.3.4. オンライン接続とプロジェクトデータの転送 
Sysmac Studio をオンライン接続し、プロジェクトデータをコントローラに転送します。 
 

 
Sysmac Studio からユーザプログラム、「構成／設定」のデータ、デバイス変数、

CJ ユニット用メモリの値を転送するときは、転送先ノードの安全を確認してか

ら行ってください。 
CPU ユニットの動作モードにかかわらず、装置や機械が想定外の動作をする恐

れがあります。 
 

 

 

コントローラやコンポをリセットするときには安全を確認してから行ってくだ

さい。 
 

 

1 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［デバイス変更］を選択

します。 

 

2 ［デバイス変更］ダイアログが

表示されます。 
 
［デバイス］および［バージョ

ン］が、右図のコントローラを

使用する設定になっていること

を確認し、[OK]をクリックしま

す。 
 
※設定内容が異なる場合は、プ

ルダウンメニューから選択し

て、設定してください。 

 

3 手順 2 で設定を変更した場合、

［ビルド］ダイアログが表示さ

れますので、内容を確認し、［は

い］をクリックします。 
 
※変更のない場合には、このダ

イアログは表示されません。  
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4 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［通信設定］を選択しま

す。 

 

5 ［通信設定］ダイアログが表示

されます。 
［接続方法］から、［USB-直接接

続］を選択します。 
 
[OK]をクリックします。 

 

6 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［オンライン］を選択し

ます。 
 
 
 
※右のような確認ダイアログが

表示された場合、コントロー

ラの形式あるいはバージョン

がプロジェクトファイルのデ

バイス設定と異なっていま

す。コントローラの形式とバ

ージョンおよびプロジェクト

ファイルのデバイス設定を見

直し、手順 1 に戻って、本項

の手順を再実行してくださ

い。 
ダイアログは、[OK]をクリッ

クして終了します。 
 
※確認ダイアログに表示される

形式やバージョンは、ご使用

のコントローラやプロジェク

トファイルのデバイス設定に

より異なります。 

 
 
※確認ダイアログの 1 例 
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7 右図のように、確認ダイアログ

が表示されますので、内容を確

認し、［はい］をクリックします。 
 
※使用するコントローラの状態

により、表示されるダイアロ

グが異なりますが、内容を確

認し、［はい］や[Yes]など処理

を進める選択を行ってくださ

い。 
 
※表示されるシリアル IDは機器

により異なります。 

 

 

 
 

 参考 
コントローラとのオンライン接続に関する詳細については、「Sysmac Studio Version 1 オペ

レーションマニュアル」(SBCA-362) の「第 5 章 コントローラとの接続」を参照してくださ

い。 
 

8 オンライン状態になると、［エデ

ィットウィンドウ］の上段に、

黄色い枠が表示されます。 

 

 

9 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［同期］を選択します。 
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10 ［同期］ダイアログが表示され

ます。 
転送したいデータ（右図では、

[NJ501]）にチェックが付いてい

ることを確認し、［転送［パソコ

ン→コントローラ］］をクリック

します。 
 
※［転送[パソコン→コントロー

ラ]］を実行すると、Sysmac 
Studio のデータをコントロー

ラに転送して、データの照合

が行われます。  

11 確認ダイアログが表示されます

ので、問題がないことを確認し、

［はい］をクリックします。 
 
同期中の画面が表示されます。 
 
 
確認ダイアログが表示されます

ので、問題がないことを確認し、

［いいえ］をクリックします。 
 
※「運転モード」に戻さないよ

うにしてください。 

 
 

 
 

 

12 同期したデータの文字色が［同

期済み］色になり、「同期は成功

しました。」と表示されているこ

とを確認します。 
 
問題がなければ、［閉じる］をク

リックします。 
 
※「同期は成功しました。」と表

示されることで、 Sysmac 
Studio のプロジェクトデータ

とコントローラのデータが一

致したことを示します。 
 
※同期が失敗した場合は、配線

を確認のうえ、手順 1 から再

実行してください。 
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13 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［コントローラリセット］

を選択します。 
 
※［コントローラリセット］が

選択できない場合は、［動作モ

ード］が［運転モード］にな

っています。メニューバーか

ら、［コントローラ］－［動作

モード］－［プログラムモー

ド］を選択して、［プログラム

モード］に変更してから、本

項の手順を実行してくださ

い。 

 

14 確認ダイアログが表示されます

ので、内容を確認し、［はい］を

クリックします。 

 

15 確認ダイアログが表示されます

ので、内容を確認し、［はい］を

クリックします。 

 

16 コントローラがリセットされ、

Sysmac Studio はオフライン状

態になります。上段の黄色い枠

が消えます。 
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7.3.5. ユニット設定の転送 
シリアルコミュニケーションユニットの設定データを転送します。 
 

1 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［オンライン］を選択し

ます。 

 

2 オンライン状態になると、［エデ

ィットウィンドウ］の上段に、

黄色い枠が表示されます。 

 

3 メニューバーから［コントロー

ラ］－［動作モード］－［プロ

グラムモード］を選択します。 

 

4 確認用のダイアログが表示され

ますので、［はい］をクリックし

ます。 

 

5 ［コントローラステータス］に、

［プログラムモード］と表示さ

れます。 
 

6 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［CPU・
増設ラック］をダブルクリック

します。 
画面上のシリアルコミュニケー

ションユニットを選択します。 
［高機能ユニット設定の編集］

をクリックします。 

 

7 ［0［ユニット 0］：］タブが表示

されます。 
［転送［パソコン→コントロー

ラ］］をクリックします。 
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8 確認ダイアログが表示されます

ので、内容を確認し、［はい］を

クリックします。 
 
 
 
転送中のダイアログが表示され

た後、確認ダイアログが表示さ

れますので、内容を確認し、［は

い］をクリックします。 

 
 

 

9 ［ポート選択］ダイアログが表

示されます。 
［全てのポート］を選択し、[OK]
をクリックします。 

 

10 確認ダイアログが表示されます

ので、内容を確認し、[OK]をク

リックします。 

 

11 ［表示パラメータグループ］の

プルダウンメニューを開き、［ポ

ート 1：シリアルゲートウェイ設

定］を選択します。 
［照合］をクリックします。 

 

12 右図の赤枠部分に、「≠」（不一

致）が発生していないことを確

認します。 
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7.4. シリアル通信の確認 
プログラムを実行し、シリアル通信が正しく行われていることを確認します。 
 

 

オンラインでウォッチウィンドウから変数の値を変更するときは、十分に安全

を確認してから行ってください。誤操作を行うと、コントローラの動作モード

にかかわらず出力ユニットに接続された機器が動作する恐れがあります。 
 

 

 使用上の注意 

以降の手順を実施する前に、シリアルケーブルが接続されていることを確認ください。 
接続されていない場合、各機器の電源を OFF にしてからシリアルケーブルを接続してくだ

さい。 

 
7.4.1. プログラムの実行と受信データの確認 

プログラムを実行し、コントローラの変数に正しいデータが書き込まれていることを確認し

ます。 
 

1 メニューバーから［コントロー

ラ］－［動作モード］－［運転モ

ード］を選択します。 
 
 
 
 
確認ダイアログが表示されます

ので、問題がないことを確認し、

［はい］を選択します。 

 
 

 

2 ［コントローラステータス］に、

［運転モード］と表示されます。 

 

3 メニューバーから、［表示］－［ウ

ォッチウィンドウ］を選択しま

す。 

 

4 ［エディットウィンドウ］の下段

に、［ウォッチウィンドウ 1］タ

ブが表示されます。  
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5 ［名称］エリアに右図に示す変数

が表示されていることを確認し

ます。 
 
※変数を追加する場合は、［名前

を入力...］をクリックしてくだ

さい。 
 
※以降の説明では、［名称］の

「Program0」は省略して説明

します。 
  

6 [Input_Start]の［変更］エリアの

[TRUE]をクリックします。 
 
[Input_Start]の［モニタ値］が

[True]になります。 
プログラムが動作し、多点パワー

コントローラと CompoWay/F 通

信が行われます。 

  
 

 

7 通信が正常終了すると、各エラー

コードが「0」になります。 
 
※異常終了した場合は、発生した

異常に応じて、エラーコードが

格納されます。エラーコードの

詳細は、「9.7. 異常処理」を参

照してください。 
 
また、プログラムの実行状態を示

す[Local_Status.Done]の［モニ

タ値］が[True]になります。異常

終了時は、[Local_Status.Error]
が[True]になります。 
 
※[Input_Start]を[FALSE]にする

と、[Local_Status]の各変数も

[False]になります。詳しくは、

「9.6. タイムチャート」を参

照してください。 

 
 
 

 

起動入力 
各種エラー 
コード 
 
 
 
送信データ 
受信データ 
プログラム 

実行状態 
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8 多点パワーコントローラから受

信したレスポンスデータは、

Output_recvCWFdata に格納さ

れます。（Local_cmdCWFdata
は、送信コマンドになります。） 
 
※ご使用の機器によってレスポ

ンスデータは異なります。 
 
※コマンドの詳細は「9.2. 相手

機器コマンド」を参照してくだ

さい。 

 

 
 
受信内容 

01＝ノード No. 
00＝サブアドレス 
00＝終了コード 
0503＝コマンド(MRC,SRC) 
0000＝レスポンス(MRES,SRES) 
G3ZA-8A203＝受信データ（本体属性） 
00D9＝バッファサイズ 
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8. 初期化方法 
 
本資料では、工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 
初期設定状態から変更された機器を利用される場合には、各種設定を手順どおりに進めるこ

とができない場合があります。 
 

8.1. コントローラの初期化 
コントローラの初期化を行うためには、シリアルコミュニケーションユニットの初期化と

CPU ユニットの初期化が必要になります。初期化前にコントローラをプログラムモードにし

てください。 
 

8.1.1. シリアルコミュニケーションユニット 
シリアルコミュニケーションユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、「Sysmac 
Studio」にて、［CPU・増設ラック］内の[CJ1W-SCU42]の［高機能ユニット設定の編集］を

選択します。 

 
 
［デフォルト値に戻す］を選択し、［適用］を選択後、［転送（パソコン→コントローラ）］を

実行してください。 
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8.1.2. CPU ユニット 
コントローラの設定を初期設定状態に戻すためには、Sysmac Studio のメニューバーから［コ

ントローラ］－［メモリオールクリア］を選択します。［メモリオールクリア］ダイアログが

表示されますので、[OK]をクリックします。 
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9. プログラム 
 
本資料で使用するプロジェクトファイル内のプログラムの詳細を示します。 
 

9.1. 概要 
本章では、多点パワーコントローラ（以下、相手機器）とコントローラ（シリアルコミュニ

ケーションユニット（以下、SCU））との接続を確認するために使用するプログラムの仕様お

よび機能について説明します。 
 
本プログラムは、SCU の CompoWay/F 通信（シリアルゲートウェイ機能）を使用し、相手

機器に対して「本体属性読み出し」コマンドの送受信を行い、正常／異常終了を判定します。 
プログラムの正常終了は、CompoWay/F 通信の正常終了とします。 
また異常終了は、CompoWay/F 通信の異常終了および相手機器の異常（相手機器からのレス

ポンスデータより判定）とします。 
 
本章では、10 進データと 16 進データの区別が必要な場合には、10 進データの先頭に“10#”
（省略可）、16 進データの先頭に“16#”を付けます。（たとえば、10 進データの場合「1000」
あるいは「10#1000」、16 進データの場合「16#03E8」） 
また、データ型を特定する場合には、先頭に“<データ型>#”を付けます。（たとえば、

「WORD#16#03E8」など） 
 

 参考 
本プログラムは、5.2.項の構成において通信が可能であることを確認していますが、電気的

ノイズ等の外乱下や機器自体の性能のばらつきにおいて、動作を保証するものではありませ

ん。 

 
 

9.1.1. 通信データの流れ 
コントローラ(SCU) から相手機器に対して CompoWay/F のコマンドデータを発行し、相手

機器からレスポンスデータを受信するまでの流れです。 
 
1. コマンド送信処理 

 
プログラムで設定した送信メッセージ（コマンドデー

タ）を SCU から相手機器に対して発行します。 
 ▼  
2. レスポンス受信処理 

 
SCUで取り込んだ相手機器からの受信メッセージ（レ

スポンスデータ）を指定された CPU ユニットの内部

変数（格納エリア）に格納します。 
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9.1.2. コマンド送信命令と送受信メッセージ 
コマンド送信用ファンクションブロック（以下、コマンド送信命令）と送受信メッセージの

一般的な動きについての概要を説明します。 
 

 参考 

詳しくは、「NJ シリーズ コマンドリファレンスマニュアル 基本編」(SBCD-360)の「第 2
章 各命令の説明」－「通信命令」を参照してください。 

 
●コマンド送信命令 

本プログラムでは、以下の標準搭載命令を使用して、シリアル通信を実現しています。 
名称 ファンクションブロック 説明 

コマンド送信 SendCmd 
シリアルコミュニケーションユニットに対

して、シリアルゲートウェイ機能でコマン

ドを送信します。 
 
●SendCmd 命令引数データ 
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【DstNetAdr：送信先ネットワークアドレス】 
送信先ネットワークアドレスを格納する変数です。 

変数 設定項目 データ型 内容 

DstNetAdr 送信先ネットワ

ークアドレス 
_sDNET_ 
ADR 送信先ネットワークアドレス 

 NetNo 
ネットワークア

ドレス USINT USINT#16#00（固定）：自ネットワーク 

 NodeNo ノードアドレス USINT USINT#16#00（固定）：自コントローラ内通信 

 UnitNo 号機アドレス BYTE 

以下の設定をします。 
シリアルポートの号機アドレス 
シリアルコミュニケーションユニットの場合 
ポート 1：16#80＋16#04×［ユニット番号（16 進）］ 
ポート 2：16#81＋16#04×［ユニット番号（16 進）］ 

※たとえば、ユニット番号(No.10)のポート 2 の場合、 
シリアルポートの号機アドレス 
＝ 16#81＋16#04×16#0A＝16#81＋16#28 
＝ 16#A9 

 
 
【CommPort：送信先シリアルポート指定】 
送信先シリアルポート番号を格納する変数です。 

変数 設定項目 データ型 内容 

CommPort 送信先シリアル

ポートの指定 _ePORT 

_NONE：送信先がシリアルポート（上位リンクモード）

ではない 
※「送信先号機アドレス」に「シリアルポートの号機

アドレス」を設定する場合は、「_NONE」を設定し

ます。 

 
 
【CmdSize：コマンドデータサイズ】 

コマンド（送信データ）のバイト数を格納する変数です。 
変数 設定項目 データ型 内容 

CmdSize コマンドデータ

サイズ UINT コマンドデータのバイト数を設定します。 
（UINT#2～最大データ長） 

 
 
【Option：レスポンス】 
レスポンス受信のための各種設定を格納する変数です。 

変数 設定項目 データ型 内容 

Option レスポンス _sRESPO
NSE レスポンス監視、および再送指定 

 isNonResp レスポンス不要 BOOL TRUE ：レスポンス不要 
FALSE：レスポンス要 

 TimeOut タイムアウト時

間 UINT UINT#1～65535（0.1～6553.5 秒を表す）を設定しま

す。（UINT#0：2 秒（初期値）） 
 Retry 再送回数 USINT USINT#0～15（0～15 回）を設定します。 
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【CmdDat[]配列：コマンド配列（送信データ）】 
本プログラムでは、コマンド（送信データ）を文字列型変数(Local_cmdCWFdata)に設定後、

BYTE 型配列変数(Local_cmddata)に変換し、コマンド配列(CmdDat[])に転送します。 
 
コマンド配列 

[0] [1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] [11]  ･･････ 
28 03 AA BB CC DD EE FF GG HH II ** ** ** 
CompoWay/F 
通信用コマンド 

ノード
No. 

サブアドレ

ス 
SID コマンド テキスト 

MRC SRC 

 
※CompoWay/F 通信用コマンド[16#2803]は、SCU のシリアルゲートウェイ機能で、

CompoWay/F を使用するときのコマンドです。 
※コマンドの”AA”以降の網掛け部は、すべて ASCII コードになります。 

 
 

【RespDat[]配列：レスポンス格納配列（受信データ）】 
本プログラムでは、レスポンス（受信データ）をレスポンス格納配列(RespDat[])で受信後、

BYTE 型配列変数(Local_recvdata)に格納し、文字列型変数(Output_recvCWFdata)に変換し

て確認します。 
 
レスポンス格納配列 
[0] [1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] [11] [12] [13] [14] [15] [16] [17] ・・ 
28 03 aa bb AA BB CC DD cc dd FF GG HH II ee ff gg hh ** 

CompoWay/
F 通信用コ

マンド 

コマン

ド終了

コード 

ノード
No. 

サブア

ドレス 
終了コー

ド 

コマンド レスポンス 
テキス

ト MRC SRC MRES SRES 

 
※レスポンスデータの”AA”以降の網掛け部は、すべて ASCII コードになります。 
※レスポンスデータのうち、太枠以外の”AA”などは、コマンドコードと同一の値が入り

ます。 
※レスポンスデータのうち、太枠のデータ(cc, dd, ee～hh)は、相手機器異常発生時、相

手機器異常コードとして、以下の変数に格納されます。 
詳細は、「9.7.2 相手機器異常」を参照してください。 

Ouitput_CWFErrCode1：終了コード 
Ouitput_CWFErrCode2：レスポンス(MRES,SRES) 

※”aa”および”bb”の「コマンド終了コード」は、本資料および本プログラムでは、使用し

ません。 
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●送受信メッセージ 
【送受信メッセージ概要】 

 

 
【送信コマンド（SendCmd 命令オペランド）と送信メッセージの関係】 

Local_cmdC
WFdata ノード No. サブアドレ

ス SID コマンド 
MRC 

 
SRC テキスト 

 
Local_cm

ddata 
[0] [1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] ・・ 
28 03 AA BB CC DD EE FF GG HH II ** 

CPU→
SCU 

CompoWay/F 
通信用コマンド 

ノード No. サブアドレ

ス 
SID コマンド 

MRC 
 

SRC 
テキ

スト 
 
SCU→相手

機器（送信

データ） 

STX 
ノード

No. 
サブア

ドレス SID 
コマンド 

テキ

スト 

ETX 
BCC 

16#02 MRC SRC 16#03 

 
 

【受信レスポンス（SendCmd 命令オペランド）と受信メッセージの関係】 
相手機器→

SCU（受信

データ） 

STX ノード
No. 

サブア

ドレス 
終了コ

ード 
コマンド レスポンス テキ

スト 
ETX 

BCC 
16#02 MRC SRC MRES SRES 16#03 

 
Local
_recv
data 

[0] [1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] [11] [12] [13] [14] [15] [16] [17] ・ 
28 03 aa bb AA BB CC DD cc dd FF GG HH II ee ff gg hh ** 

SCU
→

CPU 

CompoWay/
F 通信用コ

マンド 

コマン

ド終了

コード 

ノード
No. 

サブア

ドレス 
終了コー

ド 
コマンド レスポンス テキ

スト MRC SRC MRES SRES 

 
Output_rec
vCWFdata 

ノード
No. 

サブアド

レス 
終了コー

ド 
コマンド レスポンス 

テキスト 
MRC SRC MRES SRES 

 
 

  

  

コントローラ 相手機器 
  

STX コマンド ETX 
16#02 

ノード
No. 

サブア

ドレス 
SID 

MRC SRC 
テキス

ト 16#03 
BCC 

 

STX コマンド レスポンス ETX 

16#02 
ノード

No. 
サブアド

レス 
終了コー

ド MRC SRC MRES SRES 

テキ

スト 16#03 
BCC 

 

送信メッセージ（コマンド） 

受信メッセージ（レスポンス） 
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9.2. 相手機器コマンド 
本プログラムの相手機器コマンドについて説明します。 
 

9.2.1. コマンドの概要 
本プログラムでは、「本体属性読み出し」コマンドを利用し、相手機器情報の読み出しを行い

ます。 
コマンド名 内容 

本体属性の読み出し 相手機器の本体属性を読み出します。 
 
 

9.2.2. ファンクションの詳細説明 
｢本体属性読み出し｣コマンドについて説明します。 
 
●SendCmd 命令送信データ 
【DstNetAdr：送信先ネットワークアドレス】 

変数 設定項目 データ型 設定値 
DstNetAdr 送信先ネットワークアドレス _sDNET_ADR － 
 NetNo ネットワークアドレス USINT 16#00 固定：自ネットワーク 
 NodeNo ノードアドレス USINT 16#00 固定：自コントローラ内 
 UnitNo 号機アドレス BYTE 16#80 SCU0 号機＋ポート番号 1 

 
【CommPort：送信先シリアルポート指定】 

変数 設定項目 データ型 設定値 
CommPort 送信先シリアルポートの指定 _ePORT _NONE 固定 

 
【CmdSize：コマンドデータサイズ】 

変数 設定項目 データ型 設定値 
CmdSize コマンドデータサイズ UINT 11 11 バイト 

 
【Option：レスポンス】 

変数 設定項目 データ型 設定値 
Option レスポンス _sRESPONSE － 
 isNonResp レスポンス不要 BOOL FALSE レスポンス要 
 TimeOut タイムアウト時間 UINT 0 初期値：2 秒 
 Retry 再送回数 USINT 3 3 回 
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【CmdDat [ ]：コマンド配列】 
変数 設定項目 データ型 設定値 

CmdDat 
コマンド配列 ARRAY[0..255

] OF BYTE －  配列番号 
 0 CompoWay/F 通信コマ

ンド 
BYTE 16#28 

固定  1 BYTE 16#03 
 2 

ノード No. BYTE 16#30 “01”：相手機器の通信ユニット
No.  3 BYTE 16#31 

 4 
サブアドレス BYTE 16#30 “00”：固定（未使用）  5 BYTE 16#30 

 6 SID BYTE 16#30 “0” ：固定（未使用） 
 7 

コマンド 
MRC BYTE 16#30 

“0503”：「本体属性の読み出し」

コマンド 
 8 BYTE 16#35 
 9 SRC BYTE 16#30 
 10 BYTE 16#33 
 ： テキスト BYTE･･･ 16#00 “”：本コマンドでは設定不要 

 
※上記赤枠のデータは、ファンクションブロック「CWFCmdsSet」内で、以下の文字列変数

に設定後、コマンド配列（CmsDat[]）に転送しています。 
変数 データ型 データ 

Local_cmdCWFdata STRING[256] CONCAT(NodeNo, SubAddress, 
SID, MRCSRC, SendText); 

 
●SendCmd 命令受信データ 
【RespDat [ ]：レスポンス格納配列】 

変数 格納項目 データ型 格納値 
RespDat 

レスポンス格納配列 ARRAY[0..255
] OF BYTE －  配列番号 

 0 CompoWay/F 通信コマ

ンド 
BYTE 16#28 固定：CmdDat[0]と同じ 

 1 BYTE 16#03 固定：CmdDat[1]と同じ 
 2 

コマンド終了コード 
BYTE 16#** CompoWay/F 通信コマンドの 

終了コード  3 BYTE 16#** 
 4 

ノード No. BYTE 16#30 “01”：相手機器の通信ユニット
No.  5 BYTE 16#31 

 6 
サブアドレス BYTE 16#30 “00”：固定（未使用）  7 BYTE 16#30 

 8 
終了コード 

BYTE 16#** “xx”：終了コード 
（“00”：正常終了）  9 BYTE 16#** 

 10 

コマンド 
MRC BYTE 16#30 

“0503”：「本体属性の読み出し」

コマンド 
 11 BYTE 16#35 
 12 SRC BYTE 16#30 
 13 BYTE 16#33 
 14 

レスポンス 
MRES BYTE 16#** 

“xxxx” 
（“0000”：正常終了） 

 15 BYTE 16#** 
 16 SRES BYTE 16#** 
 17 BYTE 16#** 
 ： テキスト BYTE･･･ 16#**･･ “xxxx･･･” 
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●送信メッセージ 
「本体属性読み出し」コマンドの設定に従って、コントローラから相手機器に送信される

メッセージのコマンドフォーマットです。 
・STX,ETX,BCC 以外は ASCII コードを送信します。 
・STX,ETX,BCC は、SCU により送信メッセージに自動的に付加されます。 
・使用しないデータは前詰めします。 

02 30 31 30 30 30 30 35 30 33  03 xx 
STX ノード No. サブアドレス SID コマンド 

MRC 
コマンド 

SRC 
テキスト 
（未使用） 

ETX BCC 

 
●受信メッセージ（正常時） 
「本体属性読み出し」コマンドの設定に従って、コントローラで受信する相手機器からの

「正常メッセージ」のレスポンスフォーマットです。 
・STX,ETX,BCC 以外は ASCII コードで受信します。 
・STX,ETX,BCC は、SCU により受信メッセージから自動的に除去されます。 
・使用しないデータは前詰めします。 

02 30 31 30 30 30 30 30 35 30 33 30 30 30 30 
STX ノード No. サブアドレス 終了コード コマンド 

MRC 
コマンド 

SRC 
レスポンス 

MRES 
レスポンス 

SRES 
 ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** 
 形式 バッファサイズ 

 
             03 ** 
   ETX BCC 

 

 
●受信メッセージ（異常時） 
コントローラで受信する相手機器からの「異常メッセージ」のレスポンスフォーマットで

す。 
・STX,ETX,BCC 以外は ASCII コードで受信します。 
・STX,ETX,BCC は、SCU により受信メッセージから自動的に除去されます。 

02 30 31 30 30 ** ** 30 35 30 33 ** ** ** ** 
STX ノード No. サブアドレス 終了コード コマンド 

MRC 
コマンド 

SRC 
レスポンス 

MRES 
レスポンス 

SRES 
             03 ** 
   ETX BCC 

 

※終了コード、レスポンスコードの詳細は、「9.7.2. 相手機器異常」を参照してください。 
 
 

 参考 
相手機器のコマンドおよびメッセージフォーマットの詳細については、「多点パワーコント

ローラ 形 G3ZA ユーザーズマニュアル」(SGFR-701)の「第 3 章 通信(CompoWay/F)」を

参照してください。 
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9.3. 異常判断処理 
本プログラムでの異常判断処理について説明します。 
 

9.3.1. プログラム内での異常判断 
本プログラムでは、以下に示す①～②の 2 つの内容について異常判断処理を行っています。

エラーコードについては、「9.7. 異常処理」を参照してください。 
 

 
 

①SendCmd 命令実行時の異常（SendCmd 命令異常） 
ユニット本体の異常、コマンドフォーマットやパラメータの異常など、SendCmd 命令実行

時の異常を「SendCmd 命令異常」として判定します。判定は、SendCmd 命令使用時のエ

ラーコード「ErrorID」および「ErrorIDEx」により行います。 
データ伝送時の文字化けや通信速度設定の不一致による伝送エラーなど、相手機器との通

信において異常が発生した場合、「通信異常」の状態確認用としてシリアルコミュニケーシ

ョンユニットの割付変数エリア「伝送エラー発生状態(J01_P1_TransErrSta)」を出力変数

に格納します。 
 
②相手機器の異常（相手機器異常） 
相手機器でのコマンド異常、パラメータ異常、実行不可などの異常を「相手機器異常」と

して判定します。判定は、相手機器から返送されてくるレスポンスデータにより行います。

相手機器に異常がある場合、受信データ内の「終了コード」および「レスポンス」に、異

常のコードが設定されます。 
 
 

Local
_recv
data 

[0] [1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] [11] [12] [13] [14] [15] [16] [17] ・ 
28 03 aa bb AA BB CC DD cc dd FF GG HH II ee ff gg hh ** 

CompoWay/
F 通信用コ

マンド 

コマン

ド終了

コード 

ノード
No. 

サブア

ドレス 
終了コー

ド 
コマンド レスポンス テキ

スト 

 
 
  

シリアルケーブル 

コントローラ 相手機器 

② ① 
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9.4. 使用変数 
本プログラムで使用している変数です。 
 

9.4.1. 使用変数一覧 
本プログラムで使用するデータ型、外部変数（ユーザ定義のグローバル変数／CJ ユニットデ

バイス変数／システム定義変数）、内部変数の一覧です。 
 

●データ型（構造体型） 
【通信処理ステータスフラグ】 

名称 データ型 説明 
sStatus STRUCT 通信処理ステータスフラグ列の構造体 

 

Busy BOOL 通信処理実行中フラグ 
TRUE ：実行中 ／ FALSE：非実行 

Done BOOL 通信処理正常終了フラグ 
TRUE ：正常終了 ／ FALSE：正常終了以外 

Error BOOL 通信処理異常終了フラグ 
TRUE ：異常終了 ／ FALSE：異常終了以外 

 
●外部変数 
【ユーザ定義のグローバル変数】 

変数名 データ型 説明 

Input_Start BOOL 通信開始スイッチ 
「FALSE」→「TRUE」でプログラムが起動 

Output_recvCWFdata STRING[256] 受信データ格納エリア（文字列型：256 文字） 

Output_CmdErrorID WORD SendCmd 命令のエラーコード格納エリア 
正常終了：16#0000 

Output_CmdErrorIDEx DWORD 
SendCmd 命令の拡張エラーコード格納エリア 
正常終了：16#00000000 

Output_TransErrCode WORD 
通信異常発生時の伝送エラー発生状態 
[J01_P1_TransErrSta]の格納エリア 
正常終了：16#0000 

Output_CWFErrCode1 WORD 相手機器異常発生時の相手機器終了コード格納エリア 
正常終了：16#0000 

Output_CWFErrCode2 WORD 
相手機器異常発生時の相手機器レスポンスコード格納エ

リア 
正常終了：16#0000 

 

【CJ ユニットデバイス変数】（シリアルコミュニケーションユニット） 
変数名 データ型 説明 

J01_P1_TransErr BOOL 伝送エラー 
J01_P1_TransErrSta BOOL 伝送エラー発生状態 

 

 参考 
シリアルコミュニケーションユニットの変数については、「CJ シリーズ シリアルコミュニ

ケーションユニット ユーザーズマニュアル NJ シリーズ接続編」(SBCD-354)の「2-3 CJ ユ
ニットデバイス変数の詳細」を参照してください。 
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【システム定義変数】 
変数名 データ型 説明 

_Port_isAvailable BOOL 
ネットワーク通信命令実行可フラグ 
TRUE：使用可能ポートあり 
FALSE：使用可能ポートなし 

 

 参考 
SendCmd 命令使用時のシステム定義変数については、「NJ シリーズ コマンドリファレンス

マニュアル 基本編」(SBCA-360)の「第 2 章 各命令の説明」の「通信命令」を参照してく

ださい。 

 
●内部変数（インスタンス変数） 
ファンクションブロックをプログラム内で実行するための内部変数の一覧です。この内部

変数は「インスタンス」と呼ばれ、使用するファンクションブロックの名称を変数のデー

タ型に指定します。 
 
【ユーザ定義ファンクションブロックのインスタンス】 

変数名 データ型 説明 

CWFCmdsSet_instance CWFCmdsSet 送信・受信データのバイトサイズと送信メッセージの

設定を行います。 

※ユーザ定義によるファンクションブロックについては「9.5.3. ファンクションブロックの

詳細説明」を参照してください。 
 

【SendCmd 命令用インスタンス】 
変数名 データ型 説明 

SendCmd_instance SendCmd 

シリアルコミュニケーションユニットに対して、シリ

アルゲートウェイ機能でコマンドを送信するファンク

ションブロック 

 

 参考 
SendCmd 命令については、「NJ シリーズ コマンドリファレンスマニュアル 基本編」

(SBCA-360)の「第 2 章 各命令の説明」の「通信命令」を参照してください。 

 
●内部変数 

変数名 データ型 説明 

Local_Status sStatus 通信処理ステータスフラグ列 
構造体型「sStatus」で定義 

Local_State DINT 状態処理番号 
Local_ExecFlgs BOOL 通信命令起動フラグ 
Local_InitialSettingOK BOOL 初期処理正常設定フラグ 
Local_DstNetAdr _sDNET_ADR SendCmd 命令設定用送信相手先アドレス 
Local_CommPort _ePORT SendCmd 命令設定用送信先シリアルポート指定 
Local_sendSize UINT SendCmd 命令設定用送信コマンドデータサイズ 
Local_Option _sRESPONSE SendCmd 命令設定用レスポンス設定 

Local_cmddata ARRAY[0..255] 
OF BYTE SendCmd 命令設定用コマンド配列（256 バイト） 

Local_recvdata ARRAY[0..255] 
OF BYTE SendCmd 命令設定用レスポンス格納配列（256 バイト） 

Local_cmdCWFdata STRING[256] 送信データ格納エリア（文字列型：256 文字） 
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9.5. ST 言語によるプログラム 
 

9.5.1. プログラムの機能構成 
本プログラムは ST 言語でプログラミングされています。その機能構成は、以下のとおりです。 

大分類 小分類 内容 
1. 通信処理 1.1. 通信処理開始 

1.2. 通信処理ステータスフラグ列クリア 
1.3. 通信実行中状態 

通信処理を起動します。 

2. 初期処理 2.1. 通信命令の初期化 
2.2. 通信命令起動フラグの初期化 
2.3. エラーコード格納エリアの初期化 
2.4. SendCmd 命令のコントロールデータ設定 
2.5. 送信変数設定 
2.6. 初期設定終了処理 

受信データ格納エリアおよび異常

コード格納エリアの初期化を行い

ます。 
SendCmd 命令（CompoWay/F 通

信）のパラメータ設定と送信デー

タ設定を行います。 
3. CompoWay/F 

通信処理 
3.1. 通信処理状況の判定と起動フラグセット 
3.2. 通信命令起動 

SendCmd 命令（CompoWay/F 通

信）を実行します。 
実行結果の正常／異常を判断しま

す。 
4. 処理番号 

異常処理 
4.1. 処理番号異常処理 存在しない処理番号を検出した場

合の異常処理を実行します。 
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9.5.2. プログラムリスト 
本プログラムの内容を掲載します。 
相手機器の仕様に合わせて変更が必要な通信設定や送信データ（コマンドデータ）設定は、

ファンクションブロック(CWFCmdsSet) 内で実施しています。これらの値を変更する場合は、

「9.5.3. ファンクションブロックの詳細説明」を参照してください。 
 
●プログラム：Program0（汎用シリアル通信 接続確認プログラム） 
 
1. 通信処理 
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2. 初期処理 
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3. CompoWay/F 通信処理 
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4. 処理番号異常処理 
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9.5.3. ファンクションブロックの詳細説明 
ユーザ定義によるファンクションブロックを以下に示します。 
相手機器の仕様に合わせて変更が必要なデータは、以下に示すファンクションブロックの赤

枠内に設定しています。 
 
●ファンクションブロック：CWFCmdsSet（CompoWay/F 通信送信コマンド設定） 

命令 名称 ST 表現 

CWFCmdsSet CompoWay/F 通信送信コマンド設定 
CWFCmdsSet_instance(Execute, 

CWFdata, 
Done); 

 
【内部変数】 

変数名 データ型 内容 
NodeNo STRING[3] ノード No.：相手機器の通信ユニット No.を設定します。 
SubAddress STRING[3] サブアドレス：（未使用） 
SID STRING[2] SID：（未使用） 
MRCSRC STRING[5] コマンド（MRC＋SRC）：使用するコマンドコードを設定します。 
SendText STRING[128] テキスト：コマンドコードに応じたデータを設定します。 

 
 
【入出力】 

変数名 入出力 データ型 内容 

Execute 入力 BOOL 起動フラグ： 
起動：「TRUE」で起動、「FALSE」で停止します。 

CWFdata 入出力 STRING[256] CompoWay/F 送信データ： 
相手機器への送信コマンドを設定します。 

Done 出力 BOOL 正常終了： 
ファンクションブロック実行後に「TRUE」を出力します。 

Busy 出力 BOOL 実行中 

未使用 
（本プログラムでは使用しません。） 

Error 出力 BOOL 異常終了 
ErrorID 出力 WORD 異常情報 
ErrorIDEx 出力 DWORD 異常情報 

 
【外部変数】 

なし 
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【プログラム内容】 
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9.6. タイムチャート 
プログラムのタイムチャートです。 
タイムチャートパターンの定義は以下のとおりです。 

パターン 正常終了 異常終了① 
SendCmd 命令異常 

異常終了② 
相手機器異常 

コマンド 正常 異常 正常 
相手機器 正常 正常 or 異常 異常 

レスポンス あり なし あり 

 
■正常終了 

Input_Start 
 

Local_Status.Busy 
 

Output_recvCWFdata      正常レスポンス    正常レスポンス 
 

Local_Status.Done 
1 周期分出力※ 

Local_Status.Error 
 

Output_CmdErrorID   16#FFFF  16#0000   16#FFFF   16#0000 
 

Output_TransErrorCode   16#FFFF  16#0000   16#FFFF   16#0000 
 

Output_CWFErrCode1～2   16#FFFF  16#0000   16#FFFF   16#0000 
 
 
 
■異常終了 

Input_Start 
 

Local_Status.Busy 
 

Output_recvCWFdata                異常     異常レスポンス 
 

Local_Status.Done 
 

Local_Status.Error 
1 周期分出力※ 

Output_CmdErrorID     16#FFFF  16#xxxx  16#FFFF   16#FFFF  16#0000  16#FFFF  16#0000 
 

Output_TransErrorCode     16#FFFF  16#xxxx  16#FFFF   16#FFFF  16#1000  16#FFFF  16#1000 
 

Output_CWFErrCode1～2      16#FFFF          16#FFFF  16#xxxx  16#FFFF  16#xxxx 
 
※実行途中(Busy=ON)に［Input_Start］を「TRUE」から「FALSE」に変更した場合、処理を完了(Busy=OFF)
してから正常または異常終了を 1 周期出力します。 

  

異常終了① 
SendCmd 命令異常 

異常終了② 
相手機器異常 
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9.7. 異常処理 
本プログラムを実行して発生する異常内容を以下に示します。 
 

9.7.1. SendCmd 命令異常 
SendCmd 命令が異常終了したときに発生する異常コードです。 
 
●SendCmd 命令異常コード[Output_CmdErrorID、Output_CmdErrorIDEx] 

Output_CmdErrorID に ErrorID、Output_CmdErrorIDEx に ErrorIDEx の異常コードがセッ

トされます。 
【Output_CmdErrorID】 

値 異常内容 
16#0400 命令の入力パラメータが入力変数の範囲を超えています。 
16#0406 命令で指定されたデータの位置がデータ領域範囲を超えています。 
16#0407 命令の演算結果が、出力パラメータのデータ領域の範囲を超えています。 
16#0800 FINS コマンドの送受信で異常が発生しました。 

詳細情報が、Output_CmdErrorIDEx に保存されます。 
16#0801 ポートが使用中です。 

 

 参考 
エラーの詳細については、「NJ シリーズ コマンドリファレンスマニュアル 基本編」

(SBCA-360)の「A-3 エラーコードの詳細」を参照してください。 

エラーの処置については、「CJ シリーズ シリアルコミュニケーションユニット ユーザーズ

マニュアル NJ シリーズ接続編」(SBCD-354)の「9-3 トラブルシューティング」を参照して

ください。 
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【Output_CmdErrorIDEx】 
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●伝送エラー発生状態[Output_TransErrCode] 
[Output_TransErrCode]に伝送エラー発生状態[J01_P1_TransErrSta]の内容がセットされま

す。 
また、「SendCmd 命令異常」、「相手機器異常」、「処理番号異常」発生時、8,12,13 ビットが

セットされます。 
【伝送エラー発生状態の各ビット内容】 

ビット 内容 
15 1：伝送エラー発生  0：伝送エラー発生なし 
14 （未使用） 
13 1：SendCmd 命令異常発生 0：正常 
12 1：相手機器異常発生  0：正常 

9～11 （未使用） 
8 1：処理番号異常発生  0：正常 
7 1：FCS チェックエラー発生 0：FCS チェック正常 
6 （未使用） 
5 1：タイムアウトエラー発生 0：正常 
4 1：オーバーランエラー発生 0：正常 
3 1：フレーミングエラー発生 0：正常 
2 1：パリティエラー発生  0：正常 

0、1 （未使用） 
 
「16#0000」および「16#FFFF」の場合は、以下の状態を意味します。 

値 内容 
16#0000 正常終了 
16#FFFF 初期化状態 
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9.7.2. 相手機器異常 
相手機器で異常が発生したときの異常コードです。 

 
●相手機器異常コード[Output_CWFErrCode1、Output_CWFErrCode2] 

 
【Output_CWFErrCode1】（終了コード） 

ビット 15 8 7 0 

 #00 固定 #** 終了コード 

 

 
【Output_CWFErrCode2】（レスポンスコード） 

レスポンスコード エラー名称 優先順位 
0000 正常終了 なし 
0401 未サポートコマンド 1 
1001 コマンド長オーバー 2 
1002 コマンド長不足 3 
1101 エリア種別エラー 4 
1103 開始アドレス範囲外エラー 5 
1104 終了アドレス範囲外エラー 6 
1003 要素数／データ数不一致 7 
110B レスポンス長オーバー 8 
1100 パラメータエラー 9 
3003 リードオンリー 10 
2203 動作エラー 11 

 

 参考 
相手機器異常の詳細および処置については、「多点パワーコントローラ 形 G3ZA ユーザーズ

マニュアル」(SGFR-701)の「第 5 章 トラブルシューティング」を参照してください。 
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10. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 
A 2012 年 8 月 1 日 初版 
B 2014 年 4 月 21 日 ケーブル配線図の誤記修正 
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